
山
形
。
大
楯
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
大
字
小
原
田
字
大
楯

，
大
槻

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
人
八
年

（昭
６３
）
五
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
邦
弘

・
庄
司
　
功

・
岡
部
政
宜

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
楯
遺
跡
は
、
山
形
県
北
西
部
に
広
が
る
庄
内
平
野
の
北
端
、
遊
佐
町
に
所

在
す
る
。
本
遺
跡
の
北
を
西
流
す
る
月
光
川
の
氾
濫
原
と
自
然
堤
防
上
に
立
地

し
、
標
高
は
お
よ
そ

一
六
ｍ
で

あ
る
。
発
掘
調
査
は
、
県
営
園

場
整
備
事
業
に
伴
う
緊
急
発
掘

調
査
で
、　
一
九
八
七
年
に
第

一

次
調
査
を
行
な
い
、
木
簡
が
出

土
し
て
い
る

（本
誌
第

一
〇
号
）。

今
回
の
調
査
で
は
、
第

一
次
調

査
に
続
く
角
材
を
用
い
た
柵
木

列
が
南
を
除
く
三
面
で
確
認
さ

れ
た
ほ
か
、
柵
木
列
に
囲
ま
れ
た
内
部
に
礎
石
建
物

一
棟
、
掘
立
柱
建
物
三
棟
、

柵
外
部
に
四
凍
の
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
特
に
柵
木

列
内
の
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
四
〇

一
の
特
異
な
構
造
か
ら
、
宗
教
的
な
色
彩
が
強
く

感
じ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、

柵
木
列
Ｓ
Ａ

一
西
面
の
外
に
平
行
す
る
溝
Ｓ
Ｄ
九

一
二
で
あ
る
。
幅
は

一
・
七

―
二

・
八
ｍ
、
深
さ
は
二
三
ｔ
三
〇
釦
を
測
り
、
長
さ
は
二
人
ｍ
ま
で
確
認
し

た
。
そ
の
他
の
出
土
遺
物
に
は
、
多
数
の
木
製
品
と
珠
洲
系
陶
器
、
か
わ
ら
け
、

青
磁
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
本
遺
跡
の
主
体
は

一
三
世
紀
と
考
え

ら
れ
る
。

苧佐選潔吉て乳
中茸出 ,■1

(吹 浦 )

大楯遺跡遺構配置図



1996年出土の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

②

　

「悲
泣
雨

」

６

９

×

含

懲

）
×

∞
　

ｏ
緞

ａ

ｅ

×

８

×

岸
　

ｏ
む

い
は
両
側
面
が
欠
損
し
て
い
る
。
ま
た
上
端
に
つ
い
て
も
欠
損
の
可
能
性
が

あ
る
。
木
目
に
対
し
垂
直
方
向
に
書
か
れ
て
い
る
。
文
字
の
多
く
は
片
仮
名
で

あ
る
が
、
裏
面
の
最
後
に

一
回
り
大
き
め
に
書
か
れ
た
文
字
は
、
「保
元
」
と

読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
本
調
査
に
お
け
る
出
土
遺
物
か
ら
は
、
保

ロミて

(ヘロ

ロふ<□
E十ぺ〕

∫心ミて□

懸IR□

剖□
E、こ〕

口斗こ

■ぐ�□
〔ゝ ■コ
■〉湘□

導Ч司

司ヘヤ□

□□□
〔、こ]
汁こ Ш EE

□斗〉□
〔当淋〕

□★ぐ猟□
〔導母〕
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一
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元
年
間
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
②
に
つ
い
て
は
下
端

が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
文
字
自
体
は
完
結
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
本
遺
跡
は
、
遊
佐
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
第
三
、
第
四
次
調
査
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
重
要
性
か
ら
保
存
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
員
会

『大
楯
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
全

九
八
九

年
）

（伊
藤
邦
弘
）

木
　
簡
　
研
　
究
　
第

一
四
号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

木

　
充

一
九
九

一
年
出
上
の
本
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
　
平
城
京
東
市
跡

推
定
地
　
唐
招
提
寺
　
藤
原
京
跡
　
飛
鳥
池
遺
跡
　
四
条
遺
跡
　
長
岡
京
跡
ω

長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
⑤
　
遠
所
遺
跡
　
木
津
川
河
床
遣
跡
　
大
坂
城
跡

住
友
銅
吹
所
跡
　
桑
津
遺
跡
　
圭亀
華
寺
跡
　
高
槻
城
跡
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡

屏
風
遺
跡
　
長
田
神
社
境
内
遺
跡
　
宅
原
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
ω
　
袴
狭
遺
跡
②

（旧
坪
井
遺
跡
）

光
明
寺
遺
跡
　
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
　
西
河
原
遺
跡
　
湯
ノ

部
遺
跡
　
石
川
条
里
遺
跡
　
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
　
小
茶
円
遺
跡
　
富
沢
遺
跡

多
賀
城
跡
　
円
福
寺
遺
跡
　
田
道
町
遺
跡
Ｃ
地
点
　
上
荒
屋
遺
跡
　
山
田
郷
内

遺
跡
　
稲
城
遺
跡
　
吉
野
口

（鯉
山
小
）
遺
跡
　
一一一日
市
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡

空
港
跡
地
遺
跡

（第
３
工
区
）

雀
居
遺
跡
　
興
善
町
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
四
）

平
城
宮
跡

（第
五
〇

・
五

一
・
五
二
・
六
三
次
）
　

上
田
部
遺
跡

郡
家
今
城
遺
跡
　
郡
家
川
西
遺
跡
　
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
　
高
瀬
遺
跡

考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
　
章

八
幡
林
遺
跡
等
新
潟
県
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
日目
一

木
上
と
片
岡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
次
郎

下
級
国
司
の
任
用
と
交
通
十
二
条
大
路
木
簡
を
手
が
か
り
に
―
　
　
鈴
木
　
皇昼

一

「教
鰹
漢
簡
」
研
究
の
現
状
と
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
昌
之

彙
報

頒
価
　
四
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
六
〇
〇
円




